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令和4年度　一般会計補正予算

主な目玉事業主な目玉事業

国・県・諸団体の補助金・　助成金を用い国・県・諸団体の補助金・　助成金を用い国・県・諸団体の補助金・　助成金を用い国・県・諸団体の補助金・　助成金を用い

2,834 万円を可決2,834 万円を可決2,834 万円を可決2,834 万円を可決
スポーツ　活性化に役立つ補正予算スポーツ　活性化に役立つ補正予算スポーツ　活性化に役立つ補正予算スポーツ　活性化に役立つ補正予算

町民福祉・コロナ　感染防止、 農林業・文化・町民福祉・コロナ　感染防止、 農林業・文化・町民福祉・コロナ　感染防止、 農林業・文化・町民福祉・コロナ　感染防止、 農林業・文化・
●6月定例会の概要
6月定例会は6月7日から17日まで開かれ、承認6件、議案3件を審議し、
いずれも承認・可決しました。また、陳情2件を審査し、いずれも採択
し関係機関などに意見書を送りました。

6
月
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算

地域資源地域資源
再発見・発信再発見・発信
事業委託料事業委託料
236万円

スポーツスポーツ
活性化事業活性化事業
95万円

消防団防災事業消防団防災事業
152万円

県の地域発元気づくり支援金を活用し、浅原
六朗の生い立ちや業績、童謡「てるてる坊主」
などの映像コンテンツを作成し、浅原六朗や
童謡価値の再発見及び池田町の情報発信に
役立てる。

［財源］［財源］
県補助金	 131万円
町一般財源	 105万円

松本山雅に依頼して幼児・大人などの運動プ
ログラムを作成し、運動教室を開催する。

［財源］［財源］
公共スポーツ活性化助成金	 93万円
町一般財源	 2万円

消防団員が火事出動の際、靴の底に金具が
入っている長靴を履くことで釘による踏み抜
き防止を図る。

［財源］［財源］
コミュニティ助成事業助成金	 100万円
町一般財源	 52万円
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池田町が生んだ文学者
浅原六朗

釘踏み抜き防止長靴



令和4年度　一般会計補正予算

主な目玉事業主な目玉事業

国・県・諸団体の補助金・　助成金を用い国・県・諸団体の補助金・　助成金を用い国・県・諸団体の補助金・　助成金を用い国・県・諸団体の補助金・　助成金を用い

2,834 万円を可決2,834 万円を可決2,834 万円を可決2,834 万円を可決
スポーツ　活性化に役立つ補正予算スポーツ　活性化に役立つ補正予算スポーツ　活性化に役立つ補正予算スポーツ　活性化に役立つ補正予算

町民福祉・コロナ　感染防止、 農林業・文化・町民福祉・コロナ　感染防止、 農林業・文化・町民福祉・コロナ　感染防止、 農林業・文化・町民福祉・コロナ　感染防止、 農林業・文化・
●6月定例会の概要
6月定例会は6月7日から17日まで開かれ、承認6件、議案3件を審議し、
いずれも承認・可決しました。また、陳情2件を審査し、いずれも採択
し関係機関などに意見書を送りました。

6
月
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算

子育て世帯子育て世帯
生活支援生活支援

特別給付金事業特別給付金事業
445万円

農業振興事業農業振興事業
348万円

新型コロナウイルス新型コロナウイルス
ワクチン追加接種ワクチン追加接種

事業事業
414万円

県補助金を活用し、低所得の子育て世帯に対
して子ども1人当たり5万円を給付する。

［財源］［財源］
県補助金　445万円

県の交付金を用い、水稲育苗ビニールハウス
２棟の建設費を補助する。また、水田転作を進
めるため大豆播種機購入費の1/2を補助する。

［財源］［財源］
県交付金　300万円
県補助金　48万円

コロナの蔓延防止を図るため4回目接種を7
月6日から行う。今回、18歳から59歳で基礎
疾患のない方の接種は自主申告になります。

［財源］［財源］
国補助金　414万円
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大豆播種機イメージ



予
算
決
算
特
別
委
員
会

ここが　ここが　
　聞きたい　聞きたい 予 算 審 査予 算 審 査 質疑質疑

◎
地
域
資
源
再
発
見
・
発
信
事
業
委
託

料
に
つ
い
て

問
　
事
業
内
容
と
ね
ら
い
は
。

答
　
池
田
学
問
所
の
伝
統
や
浅
原
六
朗

の
故
郷
池
田
町
を
思
う
気
持
ち
を
伝
え

た
い
。
ま
た
、童
謡
「
て
る
て
る
坊
主
」

を
通
じ
て
童
謡
の
価
値
再
発
見
に
つ
な

げ
た
い
。

問
　
D
V
D
は
制
作
す
る
の
か
。

答
　
D
V
D
を
制
作
し
、
テ
レ
ビ
放

映
と
と
も
に
小
中
学
校
の
地
域
学
習
に

つ
な
げ
た
い
。
講
演
会
も
行
う
。

問
　
テ
レ
ビ
放
映
し
た
も
の
は
文
化
財

資
料
館
で
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲

し
い
。
講
演
会
の
講
師
の
考
え
は
。

答
　
資
料
館
や「
て
る
て
る
坊
主
の
館
」

で
放
映
す
る
。
県
内
講
師
を
予
定
し
て

い
る
。

問
　
テ
レ
ビ
放
映
は
何
時
に
な
る
の

か
。

答
　
秋
以
降
に
な
る
と
思
う
。

問
　
て
る
て
る
坊
主
童
謡
祭
り
の
考
え

は
。

答
　
今
年
度
の
童
謡
祭
り
は
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
に
よ
り
中
止
と
し
た
。
代
わ
り

に
映
像
で
歌
唱
動
画
の
応
募
を
企
画

し
、
W
E
B
や
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
放
映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
追
加
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
つ
い
て

問
　
今
回
は
、
18
歳
〜
59
歳
で
基
礎
疾

患
の
な
い
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
自
主

申
告
に
な
る
。

周
知
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

答
　
広
報
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
防

災
無
線
で
周
知
す
る
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の
モ
デ
ル
ナ

社
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
接
種
割
合
は
。

答
　
5
：
5
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
ワ
ク

チ
ン
で
も
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

希
望
す
る
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。

問
　
子
ど
も
（
5
歳
〜
11
歳
）
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
は
。

答
　
当
町
の
子
ど
も
の
接
種
率
は
39
％

で
あ
る
（
全
国
平
均
は
20
％
未
満
）。

◎
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
に
つ
い
て

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が

開
か
れ
な
い
な
か
で
消
防
団
員
の
士
気

高
揚
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
。

答
　
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
分
団

単
位
で
最
低
ノ
ル
マ
を
示
し
活
動
い
た

だ
い
て
い
る
。

◎
森
林
整
備
委
託
料
に
つ
い
て

問
　
整
備
内
容
は
。

答
　
鵜
山
地
区
の
緩
衝
帯
整
備
と
枯
れ

た
木
の
処
理
を
行
う
。

問
　
今
後
の
森
林
整
備
事
業
の
進
め
方

は
。

答
　
森
林
整
備
計
画
に
基
づ
き
緩
衝
帯

整
備
と
危
険
木
の
伐
採
を
地
権
者
と
確

認
し
な
が
ら
行
う
。

問
　
千
本
木
地
区
の
松
枯
れ
木
が
ひ
ど

い
。
地
域
の
人
も
対
策
を
求
め
て
い

る
。
町
の
対
応
は
。

答
　
個
人
所
有
の
森
林
で
あ
る
が
、
墓

地
や
住
宅
に
危
険
が
及
ぶ
場
合
は
伐
採

し
て
い
る
。
砂
防
事
業
急
傾
斜
地
の
事

業
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
。

◎
公
共
ス
ポ
ー
ツ
活
性
化
助
成
事
業
に

つ
い
て

問
　
事
業
内
容
は
。

答
　
松
本
山
雅
F
C
な
ど
の
協
力
を

得
て
、幼
児
と
親
子
の
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
大
人
向
け
の

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
指
導
者
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
全
8
教
室
26
回
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

◎
信
州
農
業
生
産
力
強
化
対
策
事
業
補

助
金
に
つ
い
て

◦
事
業
費
　
48
万
円

◦
財
源
　
　
県
補
助
金

　	問
　
事
業
内
容
は
。

答
　
大
豆
の
種
ま
き
と
土
か
ぶ
せ
を
行

う
播
種
機
購
入
費
の
半
額
を
補
助
す
る
。

問
　
大
豆
生
産
の
方
向
性
は
。

答
　
大
豆
は
国
庫
補
助
金
を
も
ら
い
な

が
ら
耕
作
で
き
る
。
米
の
転
作
が
進
む

な
か
で
有
効
な
生
産
品
目
と
考
え
て
い

る
。
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てるてる坊主の館
（浅原六朗文学記念館）

松本山雅親子サッカー教室



本 会 議 質 疑・ 討 論本 会 議 質 疑・ 討 論
本
会
議
討
論
　 「池田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例」の質疑・討論承認

教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特例に関する条例議案

陳情
「水田の直接支払い交付金の見直しに関する陳情」

薄井孝彦議員
○本陳情は国が転作田を今年から
5年間に一度も水稲作付をしない

水田は直接支払い交付金を支給しないとした
見直しの撤回を求めるものである。
○交付金が支給されないと転作作物栽培の採算
がとれなくなり耕作放棄地が増え、池田町の田
園風景の良さが失われる。　
○米価が下落し、農業資材が高騰するなかで農
家経営を厳しくする交付金の見直しはすべき
でない。
　以上の理由により陳情に賛成する。　

陳情
「再審制度の速やかな改正を求める陳情」

服部久子議員
○本陳情はあとを断たない
冤罪をなくすため再審に明

確なルールを定めることなどを求めたも
のである。

○再審法の改正は被害者や日本弁護士
連合会が先頭に立って求めている。再審
では証拠開示の法的規制がなく、検察
が21年間も証拠を隠し続けた例もあり、
冤罪の一因となっている。冤罪被害者を
出さないために再審法の改正は必要と
考え陳情に賛成する。

内容：国の法令改正により国保税の課税限度額を下記のように引き上げる
　・医療分（基礎課税分）　　　　　　　　63万円から65万円に引き上げる　
　・医療分（後期高齢者支援金等課税分）　19万円から20万円に引き上げる

（質疑　服部久子　議員）
問　今回の改正で限度額を超過する世帯はどの位減るのか。税収はどうなるのか。
答　限度額を超過する世帯は後期高齢者支援金分の2世帯である。町の税収は24万円増える
（令和3年度の課税状況で算出する）。

服部久子議員
中間層の税負担が多くなるので反対する。

内容　・教育長の勤務時間、休日、休暇などは町職員に準ずる。
　　　・教育長が研修を受ける場合は職務に専念する義務を免除される。

矢口　稔議員
○本条例は本年3月定例会の私の一般質問で提案したものである。迅速に条例制定に取り組んでい
ただいたことに感謝する。
○昨今の教育環境はICT技術の進化により目まぐるしく変化している。それに対応していくには常に
学び続けることが求められる。教育委員会のトップである教育長が先頭に立ってより良い方向に
導いていただけることを願い賛成討論とする。

賛成です

賛成です

反対です

賛成です
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一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
８人が一般質問を行いました

８議員が町政を問う８議員が町政を問う８議員が町政を問う
6月定例会

主な議案の説明と
審査結果

審
査
結
果
一
覧

◯…賛成　●…反対

審
査
結
果

松
野
亮
子

大
厩
美
秋

中
山
　
眞

横
澤
は
ま

矢
口
　
稔

大
出
美
晴

薄
井
孝
彦

服
部
久
子

和
澤
忠
志

那
須
博
天

倉
科
栄
司

矢
口
新
平

承
　
　
　
　
認

税条例等の一部を改正する条例の制定について
（国の法令改正にともなう条例の一部改正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − ○ −

国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制
定について（国の法令改正にともなう条例の一部
改正）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● − − ○ −

令和3年度一般会計補正予算（第10号）について
（事業費確定にともなう補正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − ○ −

令和3年度国民健康保険特別会計補正予算（第3
号）について（事業費確定にともなう補正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − ○ −

令和3年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第
2号）について（事業費確定にともなう補正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − ○ −

令和3年度簡易水道事業特別会計補正予算（第3
号）について（事業費確定にともなう補正） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − ○ −

議
　
　
　
案

教育長の勤務時間、休日等及び職務専念義務の特
例に関する条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − − ○ −

令和4年度一般会計補正予算（第1号）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − − ○ −

令和4年度一般会計補正予算（第2号）について
（子育て生活支援特別給付金事業） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − − ○ −

陳
　
　
情

水田活用の直接支払交付金の見直しに関する陳
情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − − ○ −

「無実である国民が、犯罪者とされ処罰されてい
る」現実を「命と人権、人間の尊厳にふさわしい法
律」にするための、「再審法改正を求める意見書」
の議会議決をお願いする陳情書

採択 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − − ○ −

発
　
　
議

再審制度の速やかな改正を求める意見書につい
て 可決 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − − ○ −

水田活用の直接支払交付金の見直しについて白
紙化を求める意見書について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ − − ○ −

※矢口議長は表決には加わりません。　※和澤議員、那須議員は療養のため欠席です。　※大出議員は初日のみ出席です。

〈表紙〉
創立 70 周年を迎えた高瀬中学校。

そのなかで吹奏楽部は昭和39年にブ
ラスバンドとして発足、今年で 58年
を迎えています。21名の部員が新型
コロナウイルス対策に留意しながら7
月の中信地区コンクールを目指し頑
張っています。
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一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、町民の声や自身の
考え方をもとに、町長や教育長
などの方針を問うものです。

ここが聞きたい
８人が一般質問を行いました

８議員が町政を問う８議員が町政を問う８議員が町政を問う

質問者 質問事項

中山　眞 議員
・ICT を活用した効果的学習活動の GIGA スクール構想の進捗と今後の

展開について
・ICT サポーターと ICT 支援員、地域おこし協力隊員との連携について

大厩美秋 議員
・GIGA スクール構想による児童生徒一人 1 台端末の活用状況と今後に

ついて
・自治会と行政との関わりについて

横澤はま 議員
・未来を切り拓くたくましい子どもが育つ町づくり
・池田町の文化芸術は地域で守る　町立美術館の未来

松野亮子 議員
・ゲノム編集トマト苗の小学校での配布について
・地域おこし協力隊員の採用について

薄井孝彦 議員

・民間会社による社口原開発計画についての町の考えは　また、社口原
の農業振興策は

・地区防災計画の作成に町の指導と支援を　また、長野県に高瀬川氾濫
危険予測情報を発表するよう町から要請を

・自治会未加入者対策について町の調査と支援を

服部久子 議員

・子どもの生活実態把握の取り組みを聞く
・子どもの医療費の窓口完全無料化を
・補聴器購入の補助を
・旧教育会館と池田北保育園跡地の活用を

矢口　稔 議員
・公共施設のオンライン予約システム導入を
・緊急的な農業の担い手確保及び農地の保全について
・情報発信の目的と情報を受け止め活用する仕組みづくりを

倉科栄司 議員
・中学校における部活動の今後の見通しと対策について
・当町におけるヤングケアラーの実態は
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一
般
質
問

問
教
育
長
が
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る

「
子
ど
も
の
主
体
性
を
大
切
に
し
た
体
制

づ
く
り
」
と
は
。

答
学
校
長
の
示
す
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の
下
、
授

業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
教
育
委

員
会
と
し
て
保
小
中
合
同
研
修
会
や
外
部
講
師
の

招
聘
等
を
通
じ
積
極
的
に
授
業
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
ま
た
、
不
適
応
や
不
登
校
児
童
生
徒

に
対
す
る
手
立
て
を
強
化
し
学
び
の
機
会
を
確
保

す
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
体
制
づ
く
り

や
実
態
を
丁
寧
に
把
握
し
な
が
ら
必
要
な
手
立
て

を
講
じ
て
い
き
た
い
。

問
地
域
と
と
も
に
学
校
づ
く
り
の
推
進
に
向

け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
充
実

は
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
。

答
今
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら

「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
」
を
目

的
と
し
た
地
域
学
校
協
働
活
動
を
進
め
、
よ
り
よ

い
学
校
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
図
っ
て
い
く
。

各
学
校
ご
と
に
学
識
経
験
者
、
地
域
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
12
名
の
構
成
で
進
め
る
。
保

護
者
や
地
域
へ
の
周
知
や
学
校
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
募
集
は
三
学
期
以
降
に
予
定
し
て
い
る
。

問
地
域
と
子
ど
も
が
つ
な
が
る
「
第
3
の
居

場
所
」
の
設
置
や
放
課
後
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

問
自
治
会
要
請
に
つ
い
て
令
和
4
年
度
分
は

7
月
に
分
か
る
が
過
去
の
要
請
の
把
握
と

改
善
状
況
は
。

答
昨
年
度
ま
で
の
未
実
施
と
な
っ
て
い
る
自

治
会
要
請
は
約
1
0
0
件
で
あ
る
。
予

算
状
況
や
要
請
回
数
、
重
要
度
な
ど
を
考
慮
し
対

応
し
て
い
る
。
予
算
面
で
実
施
で
き
て
い
な
い
要

請
は
多
分
に
あ
る
。
ま
た
、
行
政
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
要
請
も
あ
る
。

問
自
治
会
要
請
で
何
年
も
未
実
施
と
な
っ
て

い
る
現
状
を
町
長
は
ど
う
捉
え
改
善
し
て

行
く
の
か
。

答
予
算
の
許
す
限
り
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
未
実
施
の
解
消
を
し
て
い
く
た

め
に
重
要
度
を
精
査
し
追
加
予
算
で
対
応
し
た
い
。

問
自
治
会
未
加
入
者
の
増
加
は
各
地
区
で
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
自
治
会
役
員

に
よ
る
加
入
促
進
活
動
を
し
易
く
す
る
た
め
に
自

治
会
加
入
促
進
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
提
案
す
る
。

答
転
入
さ
れ
る
方
へ
は
自
治
会
加
入
依
頼
の

チ
ラ
シ
に
自
治
会
長
の
連
絡
先
を
記
載
し

て
渡
し
て
い
る
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
は
内
容

等
を
研
究
し
検
討
し
た
い
。

　
　

問
約
一
年
経
っ
た
現
在
の
I
C
T
学
習
の
実

態
は
。

答
中
学
校
の
多
く
の
授
業
で
取
り
入
れ
て
い

る
。
一
人
ひ
と
り
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
大
型
電

子
黒
板
で
内
容
を
共
有
し
、
生
徒
個
々
の
表
な
ど

に
有
効
活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
で
も
授

業
で
活
用
さ
れ
る
頻
度
も
増
え
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ド
活
用
の
家
庭
学
習
の
実
態
は

問
夏
休
み
等
の
活
用
計
画
は
。
ま
た
、
保
護
者

の
方
た
ち
と
の
連
絡
網
の
活
用
は
。

答
反
転
学
習
（
事
前
に
家
庭
で
教
材
動
画
を
見

て
、
学
校
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
意
見

発
表
に
活
用
）
を
取
り
入
れ
た
り
、
家
庭
支
援
ソ

フ
ト
「
e
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」
を
活
用
し
て
い
る
事
例

が
あ
る
。
夏
休
み
期
間
は
小
学
校
高
学
年
、
中
学

校
で
試
験
的
持
ち
帰
り
を
実
施
し
て
い
る
。		

問
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
が
進
む
中
で
前
例
に

と
ら
わ
れ
な
い
、
今
の
学
校
現
場
に
即
し
た

適
材
適
所
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
設
置
計
画
を
立
て
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
言
わ
れ
る
通
り
一
人
ひ
と
り
の
端
末
導
入

で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
の
機
材
は
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
。
今
後
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推

進
を
計
画
的
に
行
い
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
機
器
導
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議
員

町
の
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
の
進
捗
状
況
と
、
小
中
一

貫
の
効
果
的
構
想
確
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を

大
厩
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議
員

自
治
会
と
行
政
の
関

り
に
つ
い
て

横
澤
は
ま 

議
員

未
来
を
切
り
拓
く
た
く

ま
し
い
子
ど
も
が
育
つ

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て



一
般
質
問

の
対
応
に
旧
教
育
会
館
の
考
え
は
。

答
「
第
3
の
居
場
所
」
設
置
は
原
則
的
に
民
間

に
よ
る
運
営
が
主
で
、
教
育
会
館
の
活
用

は
改
修
経
費
が
膨
大
で
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

放
課
後
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
は
十
分
で
は
な
い
。

旧
教
育
会
館
を
含
め
今
後
の
課
題
と
し
て
い
く
。

池
田
の
文
化
芸
術
は
地
域
の
手
で
守
る

町
立
美
術
館
の
未
来
は

問
美
術
館
運
営
の
施
策
に
よ
っ
て
、
経
常
経

費
削
減
に
つ
な
が
り
目
的
達
成
の
方
向
性

が
明
確
化
さ
れ
た
答
申
に
対
し
、町
長
の
方
針
は
。

答
町
は
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
全
体
を
一
体
化
し

た
管
理
に
つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。
そ
の

こ
と
が
一
層
の
魅
力
づ
く
り
と
経
費
削
減
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
る
。

問
美
術
館
施
設
の
利
活
用
に
つ
い
て
町
民
の

声
を
広
く
聞
き
取
り
反
映
さ
れ
る
よ
う
検

討
組
織
の
立
ち
上
げ
を
。

答
他
の
用
途

の
活
用
に

は
大
規
模
な
改
修

が
必
要
と
思
わ
れ

る
。
公
共
的
な
施

設
と
し
て
の
用
途

は
見
い
出
せ
て
い

な
い
。
改
め
て
検

討
組
織
の
立
ち
上

げ
は
考
え
て
い
な

い
。

児
童
生
徒
一
人
1
台
端
末
の
活
用
状
況

と
今
後
に
つ
い
て

問
一
人
1
台
端
末
の
活
用
に
あ
た
り
健
康
・

安
全
面
に
お
い
て
児
童
生
徒
、
保
護
者
の

理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。

答
利
用
開
始
に
先
駆
け
て
保
護
者
と
「
利
用

に
関
す
る
同
意
書
」
で
同
意
を
得
て
利
用

開
始
し
て
い
る
が
、
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
保

護
者
、
児
童
生
徒
は
い
る
。
継
続
し
て
注
意
す
べ

き
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う
対
応
策
を
検
討
す
る
。

問
児
童
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
な
ど
関
係

す
る
人
た
ち
が
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

を
理
解
し
、
各
自
目
標
と
す
る
過
程
を
明
確
に
す

る
た
め
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
提
案
す
る
。

答
教
職
員
の
ス
キ
ル
向
上
、
児
童
生
徒
に
目

標
と
な
る
指
標
を
設
定
す
る
な
ど
共
有

し
、
体
系
を
示
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。
で
き

る
だ
け
早
い
段
階
で
県
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ

て
作
成
に
着
手
し
て
い
く
。

入
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
中
学
校
最
終
年
度
の
I
C
T
習
得
目
標
を

設
定
し
、
池
田
町
独
自
の
小
・
中
一
貫
の
構

想
を
構
築
し
て
い
く
。
そ
の
後
の
高
校
等
の
教
育

課
程
で
、
学
校
間
、
自
治
体
間
格
差
を
生
じ
さ
せ

な
い
構
想
を
確
立
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
教
育
委
員
会
と
し
て
学
校
現
場
と
協
調
し
な

が
ら
今
後
確
立
し
て
い
き
た
い
。

問
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
等
の
I
C
T
教

育
に
お
い
て
、
教
育
現
場
と
教
育
委
員
会
の

つ
な
が
り
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

答
お
互
い
の
連
携
を
強
め
て
い
き
た
い
。
特

に
大
事
な
の
は
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
で

I
C
T
支
援
員
を
含
め
た
「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

運
営
会
議
」
を
数
回
開
催
し
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
の
方
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
て
い
る
。

問
I
C
T
支
援
員
の
方
の
活
動
内
容
は
。ま
た
、

池
田
町
全
体
の
D
X
推
進
に
も
取
り
組
ん

で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
が
。

答
支
援
員
は
教
員
免
許
を
持
ち
I
C
T	

関
連

に
も
強
く
、
教
師
の
目
線
と
I
C
T
教
育

の
目
線
の
両
立
が
で
き
る
方
で
あ
る
。
学
校
現
場

で
は
わ
か
り
や
す
い
と
評
価
を
頂
い
て
い
る
。ま
た
、

町
民
の
I
T
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
目
的
と
し
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員

に
よ
る
D
X
推
進

に
力
を
入
れ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。
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自治会のいいとこ！
もう一回考えましょう！

方向性を明確にすることが
求められている町立美術館



一
般
質
問

問
町
の
小
、中
、高
校
生
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
実
態
を
把
握
し
、
支
援
に
つ
な
げ
る
取

り
組
み
を
。

答
県
教
育
委
員
会
は
9
月
に
小
学
校
高
学
年

と
中
学
生
を
対
象
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
調

査
の
方
針
を
出
し
た
。
町
も
対
応
し
て
い
く
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
に
よ
る
休
校
で
仕
事
を
休
む
保

護
者
に
国
の
休
業
助
成
制
度
の
周
知
を
図

り
、
そ
の
間
の
給
食
費
は
日
割
り
計
算
を
求
め
る
。

答
助
成
制
度
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
保
護
者
に
メ
ー
ル
で
周
知
し
て
い
る
。

保
育
料
還
付
は
県
の
算
定
式
で
還
付
し
て
い
る
。

令
和
3
年
度
の
対
象
者
は
い
な
か
っ
た
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
完
全
無
料
化
を

問
県
は
今
年
度
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
を
未
就
学
児
か
ら
小
学
3
年
生
ま
で
拡

大
し
た
。
町
は
軽
減
分
で
レ
セ
プ
ト
代
5
0
0

円
を
無
料
に
し
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
完
全

無
料
化
を
求
め
る
が
。

答
令
和
3
年
度
実
績
で
約
1
6
0
万
円
減

額
に
な
る
が
、
レ
セ
プ
ト
代
5
0
0
円

を
無
料
に
す
る
と
町
負
担
が
3
4
0
万
円
増
え

実
施
は
困
難
で
あ
る
。

問
せ
め
て
レ
セ
プ
ト
代
を
3
0
0
円
に
減

額
で
き
な
い
か
。

答
自
治
会
協
議
会
で
各
自
治
会
に
未
加
入
者

対
策
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依
頼
す
る
。

調
査
結
果
を
も
と
に
協
議
会
で
意
見
交
換
す
る
。

出
た
意
見
を
ま
と
め
各
自
治
会
に
配
布
し
参
考
に

し
て
い
た
だ
く
。

民
間
企
業
に
よ
る
社
口
原
開
発
計
画
を
白
紙
に
し
た
理
由
は

問
民
間
企
業
に
よ
る
社
口
原
の
開
発
計
画
は
白

紙
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
町
は
民
間

企
業
が
同
地
の
農
業
主
体
に
な
れ
な
い
こ
と
を
上

げ
た
。
そ
の
他
の
理
由
と
し
て
、
同
地
に
施
設
を
建

て
る
危
険
性
や
町
財
政
へ
の
影
響
も
考
慮
し
た
か
。

答
考
慮
し
た
。

問
社
口
原
の
農
業
振
興
策
の
検
討
状
況
は
。

答
県
か
ら
同
地
の
条
件
に
あ
っ
た
作
物
と
し
て

ブ
ド
ウ
が
適
し
て
い
る
と
の
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
新
た
な
担
い
手
と
し
て
若
い
力
の
導
入

と
受
け
皿
と
な
る
組
織
が
必
要
で
あ
り
関
係
方
面

と
協
議
、
検
討
し
て
い
る
。

問
ブ
ド
ウ
は
農
薬
を
使
う
の
で
難
し
い
要
素
が

あ
る
の
で
は
。

答
一
つ
の
案
で
あ
る
。
検
討
し
て
い
く
。

問
国
が
食
品
表
示
の
改
悪
を
進
め
て
い
る
。

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
表
示
も
今
よ
り

も
さ
ら
に
消
費
者
に
分
か
り
に
く
い
も
の
に
変
更

さ
れ
た
。
更
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
第
1
号
で

あ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
流
通
も
2
0
2
0

年
12
月
よ
り
国
が
認
め
た
。

厚
労
省
は
安
全
審
査
も
行
わ
ず
、
ゲ
ノ
ム
編
集
で

あ
る
こ
と
の
表
示
も
義
務
付
け
て
い
な
い
。
こ
の

ト
マ
ト
の
開
発
企
業
は
安
全
性
を
確
認
し
た
と

言
っ
て
い
る
が
、
全
ゲ
ノ
ム
の
解
析
も
せ
ず
実
際

に
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
を
食
べ
た
場
合
の
長
期
影

響
調
査
も
行
っ
て
い
な
い
。
こ
の
企
業
は
安
全
性

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
苗

を
来
年
度
小
学
校
に
配
布
す
る
こ
と
を
計
画
し
て

い
る
。「
受
け
取
ら
な
い
」
こ
と
を
明
言
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
。

来
年
度
以
降
、
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
苗
の
無
償

提
供
が
あ
っ
た
場
合
の
町
の
対
応
を
問
う
。 

答
学
校
に
お
い
て
安
全
性
が
確
保
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
今
後
、
情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、
社
会

状
況
、
現
場
教
員
の
声
も
踏
ま
え
て
慎
重
に

対
応
す
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
新
規
採
用
に

つ
い
て

服
部
久
子 

議
員

子
ど
も
の
生
活
実
態

把
握
の
取
り
組
み
を

薄
井
孝
彦 

議
員

自
治
会
未
加
入
者
対

策
に
町
の
調
査
と
支

援
を

松
野
亮
子 

議
員

小
学
校
で
の
ゲ
ノ
ム

編
集
ト
マ
ト
の
苗
配

布
に
つ
い
て
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一
般
質
問

答
現
状
を
考
え
る
と
厳
し
い
。

補
聴
器
購
入
の
補
助
を

問
加
齢
性
難
聴
で
社
会
生
活
が
低
下
し
、
う

つ
病
や
認
知
症
に
つ
な
が
る
。
松
川
村
は

今
年
度
か
ら
補
聴
器
購
入
の
補
助（
1
／
2
補
助
、

上
限
3
万
円
）
を
実
施
す
る
。
当
町
も
補
助
を
。

答
町
は
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

問
せ
め
て
住
民
税
非
課
税
の
高
齢
者
に
補
助

が
で
き
な
い
か
。

答
現
段
階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

旧
教
育
会
館
と
旧
池
田
北
保
育
園
の
活
用
を

問
教
育
委
員
会
を
旧
教
育
会
館
に
戻
し
放
課

後
の
子
ど
も
の
居
場
所
や
住
民
の
集
ま
る

場
所
に
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
旧
池
田
北
保
育

園
に
町
営
住
宅
を
建
設
し
、
移
住
推
進
を
図
れ
な

問
栽
培
作
物
を
試
験
す
る
た
め
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
・
集
落
支
援
員
（
※
）
の
採
用
を
。

※
町
が
課
題
解
決
に
適
当
な
町
民
を
委
嘱
す
る
。

国
か
ら
特
別
交
付
税
に
よ
る
財
政
支
援
が
あ
る
。

答
総
合
的
に
検
討
す
る
。

地
区
防
災
計
画
作
成
に
町
の
支
援
を

問
地
区
防
災
計
画
及
び
各
家
庭
で
の
避
難
行

動
計
画
（
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
作
成
に

町
の
指
導
と
援
助
を
。

答
説
明
会
の
開
催
な
ど
で
支
援
を
し
て
い
く
。

想
定
最
大
規
模
降
雨
時
の
緊
急
避
難
場
所
の

地
区
指
定
を
、
避
難
所
運
営
委
員
会
の
再
開
を

問
想
定
最
大
規
模
降
雨
時
、
防
災
会
が
避
難

者
の
確
認
を
し
や
す
く
す
る
た
め
町
の
緊
急

避
難
場
所
の
地
区
指
定
を
。

答
コ
ロ
ナ
感
染
下
で
の
緊
急
避
難
場
所
に
逃
げ

ら
れ
る
人
は
総
計
で
千
二
百
人
弱
で
あ
る
。

各
自
、
町
の
避
難
場
所
以
外
の
場
所
を
検
討
い
た

だ
き
た
い
。
親
戚
な
ど
と
避
難
し
た
い
人
も
い
る

の
で
地
区
指
定
は
避
け
た
い
。

問
以
前
は
緊
急
避
難
場
所
を
地
区
指
定
し
、
避

難
所
運
営
協
議
会
で
避
難
所
運
営
本
部
長

を
地
区
の
輪
番
で
行
う
こ
と
を
決
め
て
い
た
所

も
あ
っ
た
。
避
難
所
運
営
協
議
会
の
再
開
を
。

答
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度
は
、
若
い
世

代
に
池
田
町
に
住
ん
で
働
き
そ
の
魅
力
を

実
感
し
て
も
ら
っ
て
、
定
住
に
結
び
付
け
る
の
に

良
い
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。
当
町
で
は
人
口
減
少
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
の
活

用
に
よ
り
若
い
世
代
が
当
町
に
移
住
す
る
き
っ
か

け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
現
時
点
で
は
新
規
の

採
用
の
予
定
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
今
後
の

予
定
は
。

答
国
か
ら
の
財
源
補
充
が
有
る
た
め
あ

り
が
た
い
制
度
だ
が
、
町
か
ら
支
払

う
報
酬
は
人
件
費
に
計
上
さ
れ
、
そ
れ
が
経

常
収
支
比
率
に
反
映
さ
れ
る
た
め
採
用
に

つ
い
て
は
慎
重
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

問
化
学
肥
料
の
値
上
が
り
で
、
農
家
が
大
変

に
な
る
の
で
対
策
が
必
須
で
あ
る
。
地
域

資
源
で
あ
る
草
な
ど
を
使
用
し
た
堆
肥
作
り
や
町

の
重
大
課
題
で
あ
る
獣
害
対
策
な
ど
で
協
力
隊
員

を
採
用
で
き
な
い
か
。 

答
農
業
分
野
で
の
協
力
を
求
め
る
の
も

重
要
で
あ
る
が
、
ど
の
分
野
で
採
用

す
る
か
は
今
後
検
討
し
た
い
。

い
か
。

答
旧
教
育
会
館

の
用
途
は
見

い
出
し
て
い
な
い
。

旧
北
保
育
園
は
住
宅

地
に
向
い
て
い
る

が
、
町
営
住
宅
は
費

用
、
管
理
の
面
で
適

当
で
な
い
の
で
建
設

す
る
考
え
は
な
い
。
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一
般
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問

問 

平
成
29
年
の
高
瀬
中
学
校
の
生
徒
数
は
2
5
6

人
、
令
和
4
年
4
月
は
2
1
1
人
で
あ
る
。
ス

ポ
ー
ツ
系
部
活
動
の
数
と
こ
の
5
年
間
に
活
動
を
中
・
休

止
し
た
ス
ポ
ー
ツ
系
の
部
活
動
は
あ
る
か
。

答	

ス
ポ
ー
ツ
系
の
部
活
動
は
陸
上
、
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
女
子
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
、
卓
球
、
軟
式
野
球
（
合
同
チ
ー
ム
）
の
8
競

技
で
あ
る
。
中
・
休
止
し
た
部
活
動
は
な
い
が
ス
ポ
ー
ツ

系
の
部
員
は
か
な
り
の
減
少
傾
向
で
あ
る
。

問
少
子
化
が
進
行
し
生
徒
数
が
減
少
す
れ
ば
団
体

競
技
の
部
活
動
は
休
・
廃
部
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
く
る
。
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
系
の
部
活
動
の
見
通
し

と
対
応
は
。

答	
軟
式
野
球
は
大
北
で
合
同
チ
ー
ム
が
1
チ
ー
ム

編
成
で
き
る
。
女
子
バ
ス
ケ
も
仁
科
台
と
の
合
同

チ
ー
ム
、
男
女
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
も
中
体
連
大
会
終
了
後

は
松
川
と
の
合
同
チ
ー
ム
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
教
育
委

員
会
と
し
て
は
学
校
と
の
連
携
を
し
っ
か
り
と
り
学
校
同

士
の
連
携
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
。

問
他
校
と
の
連
携
に
当
た
っ
て
は
部
活
動
の
時
間
的

な
問
題
や
送
迎
の
問
題
な
ど
課
題
が
多
い
。
現

状
を
踏
ま
え
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
ど
う
進
め

る
か
。

答	

文
部
科
学
省
で
は
向
こ
う
3
年
間
を
か
け
て
教

員
の
働
き
方
改
革
と
セ
ッ
ト
に
し
て
休
日
も
含
め

問
現
在
、
交
流
セ
ン
タ
ー
「
か
え
で
」
を
は

じ
め
公
共
施
設
の
予
約
は
「
紙
フ
ァ
イ
ル
」

で
行
わ
れ
て
い
る
。
近
隣
自
治
体
で
は
オ
ン
ラ
イ

ン
化
も
進
ん
で
お
り
、
空
き
情
報
だ
け
で
も
知
り

た
い
と
の
町
民
か
ら
の
要
望
も
出
て
い
る
。「
つ

む
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
大
学
生
や
池
田
工
業
高

校
の
協
力
を
得
る
な
ど
工
夫
を
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
提
案
す
る
が
。

答	

費
用
の
面
か
ら
す
ぐ
に
導
入
は
難
し
い
。

利
用
者
に
と
っ
て
便
利
で
あ
り
町
も
事
務

負
担
軽
減
と
な
る
た
め
、
4
月
よ
り
庁
内
D
X

（
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
）
チ
ー
ム
に
よ
り
大
い
に
検

討
が
必
要
な
項
目
で
あ
る
。

問
L
I
N
E
（
ラ
イ
ン
）
ア
プ
リ
を
活
用
し

て
学
校
の
出
欠
席
、
ワ
ク
チ
ン
予
約
、
生

活
情
報
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
調
査
研
究
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

答		

何
ら
か
の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
改
革
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
L
I
N
E
に
限
ら
ず
幅
広
く
他
町
村
の
事

例
も
参
考
に
研
究
を
進
め
た
い
。

農
業
の
見
え
る
化
に
よ
る
農
地
の
保
全
を

問
農
地
を
保
全
す
る
の
は
農
家
だ
け
で
は
な

い
。
緊
急
的
な
担
い
手
を
確
保
す
る
た
め

倉
科
栄
司 

議
員

中
学
校
に
お
け
る
部

活
動
の
今
後
の
見
通

し
と
対
策
に
つ
い
て

矢
口
　
稔 

議
員

公
共
施
設
オ
ン
ラ
イ

ン
予
約
の
導
入
を
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松
川
村
議
会
議
員

松
川
村
議
会
議
員
のの

池
田
町
議
会
傍
聴
記

池
田
町
議
会
傍
聴
記

　
6
月
8
日
、4
人
の
松
川
村
議
会
議
員
に
傍
聴
い
た
だ

き
ま
し
た
。3
議
員
か
ら
感
想
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

【
山
中
伯
行
　
議
員
】

◉
池
田
町
の
一
般
質
問
で
は
傍
聴
者
に
も
読
み
原
稿
が
配

布
さ
れ
る
と
聞
き
興
味
を
も
っ
て
傍
聴
し
た
。質
問
原
稿

の
内
容
と
添
付
さ
れ
た
資
料
は
詳
細
で
分
か
り
や
す
い
。

良
い
勉
強
に
な
っ
た
。参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

【
小
山
育
一
　
議
員
】

◉
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
、I
C
T
を
活
用
し
た
学
習

実
態
な
ど
良
く
分
か
ら
な
い
が
、状
況
説
明
、問
題
設

定
、解
決
方
法
の
調
査
資
料
の
多
さ
に
驚
い
た
。自
分
も

勉
強
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
た
。

【
宮
崎
昭
利
　
議
員
】

◉
初
め
て
池
田
町
役
場
・
議
場
を
拝
見
し
た
。傍
聴
席
が
二

階
か
ら
見
下
ろ
す
位
置
に
あ
る
こ
と
に
驚
い
た
。理
事
者

の
方
々
は
良
く
見
え
ま
し
た
が
議
員
の
皆
さ
ん
は
殆
ど

見
え
ず
残
念
。

◉
次
に
驚
い
た
こ
と
は
議
員
一
人
ひ
と
り
提
出
さ
れ
る「
一

般
質
問
　
詳
細
」が
克
明
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
。資
料

の
添
付
も
含
め
理
事
者
に
よ
り
細
部
の
答
弁
を
求
め
て

い
る
と
思
う
。

◉
議
員
の
質
問
か
ら
は
地
元
自
治
体
の
行
く
末
を
考
え
る

一
生
懸
命
な
姿
が
伝
わ
っ
て
き
た
。



一
般
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た
部
活
動
そ
の
も
の
を
地
域
に
移
行
す
る
と
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
で
は
今
年
度
関
係
者
の
協
議
機
関
を
設
置

し
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
協
会
に
も
協
力
依
頼
を
し
て
い
る
。

今
後
の
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
検
討
し
て
い
く
。

当
町
に
お
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
は

問
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
家
庭
に
お
い
て
大
人
が

担
う
家
事
、
家
族
の
世
話
・
介
護
な
ど
を
日
常

的
に
行
う
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
指
す
。
学
業
の
遅
れ
、

進
学
・
就
職
の
機
会
の
断
念
、
健
康
被
害
に
も
つ
な
が

る
問
題
で
あ
る
が
同
時
に
表
面
化
し
に
く
い
問
題
で
も
あ

る
。
教
育
委
員
会
で
は
現
段
階
で
ケ
ー
ス
と
し
て
把
握
し

て
い
る
こ
と
が
あ
る
か
。

答	

実
態
把
握
の
必
要
は
感
じ
て
い
る
が
個
別
の

ケ
ー
ス
を
把
握
し
て
い
る
も
の
は
現
在
な
い
。
先

頃
県
か
ら
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
県
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
実
態
調
査
」を
9
月
実
施
予
定
と
の
通
知
が
あ
っ
た
。

調
査
を
実
施
し
実
態
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
家
庭
環
境
の
面
か
ら
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

が
把
握
で
き
る
可
能
性
を
持
つ
機
関
と
し
て
、
民

生
委
員
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
し
対
応
に
当
た
れ
な
い

か
。答	

子
ど
も
の
心
理
面
を
最
大
限
に
配
慮
し
な
が
ら

把
握
に
努
め
支
援
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
、
そ
の

旨
を
民
生
委
員
会
に
提
案
し
対
応
可
能
か
議
論
を
深
め

て
い
き
た
い
。

問
職
員
減
の
折
大
変
か
と
思
う
が
庁
内
で
横
断

的
な
組
織
を
設
置
し
対
応
す
る
考
え
は
。

答
問
題
発
生
が
あ
れ
ば
関
係
者
で
早
急
に

対
応
し
て
い
る
。
現
状
の
体
制
を
充
実
し

て
い
く
。

に
、
農
地
・
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

方
に
も
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
農
業
の

「
見
え
る
化
」
に
よ
る
体
制
づ
く
り
は
。

答	
現
在
の
農
業
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
農
地
の
保
全
に
対
す
る
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
。

公
用
車
の
池
田
町
表
示
の
徹
底
を

問
過
去
に
2
回
質
問
を
行
い
一
時
的
に
改
善

は
見
ら
れ
た
も
の
の
多
く
の
公
用
車
に
は

表
示
が
な
い
。
町
民
は
町
の
車
が
来
る
と
見
守
ら

れ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
と
思
う
。
ロ
ゴ

マ
ー
ク
も
作
成
し
た
の
で
池
田
町
の
良
さ
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
面
に
お
い
て
も
速
や
か
に
表
示
を
徹

底
し
て
ほ
し
い
が
。

答	

ご
指
摘
の
と
お
り
で
い
い
か
と
思
う
。
い

ろ
い
ろ
ま
た
工
夫
を
し
て
徹
底
を
図
っ
て

参
り
た
い
。
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ど
う
す
る
？

ど
う
す
る
？

議
員
定
数

議
員
定
数

　
池
田
町
議
会
で
は
議
員
定
数
に
つ
い
て
3
年

前
か
ら
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、去
る
5
月
27

日
の
議
員
協
議
会
で
議
員
定
数（
現
12
）を
1

名
削
減
し
、11
名
と
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
定
数
減
に
し
た
理
由
と
し
て
、町
の
財
政
状

況
と
人
口
減
少
を
考
慮
し
た
こ
と
、町
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の
議
会
へ
の
答
申（
議

員
定
数
を
10
〜
11
人
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
）を
考
慮
し
た
こ
と
な
ど
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
す
の
で
7
月
中
に
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
伺
い
最
終

決
定
を
し
、9
月
定
例
議
会
で
の
条
例
化
を
予

定
し
て
い
ま
す
。



6
月
と
し
て
は
観
測
史
上
初

め
て
40
度
を
超
え
る
最
高
気
温

が
記
録
さ
れ
た
今
年
の
夏
は
梅

雨
明
け
も
異
例
の
早
さ
で
し
た
。

電
力
需
要
の
高
ま
り
が
予
想
さ

れ
消
費
電
力
の
抑
制
を
呼
び
か

け
る
お
知
ら
せ
が
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
か
ら
流
れ
新
聞
に
告
知
広

告
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

か
ら
5
か
月
が
経
ち
ま
し
た
が

和
平
の
糸
口
さ
え
見
つ
け
ら
れ

ず
厳
し
い
戦
況
は
長
期
化
が
予

想
さ
れ
、
世
界
情
勢
の
悪
化
や

急
激
な
円
安
に
よ
り
生
活
用
品

を
始
め
と
し
た
物
価
上
昇
に
歯

止
め
が
か
か
ら
ず
生
活
に
厳
し

さ
が
増
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
こ
こ
数
か
月
池

田
・
松
川
地
区
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
が
多
数
報

告
さ
れ
た
状
況
が
こ
こ
に
き
て
、

感
染
者
が
減
少
し
て
き
た
の
は

明
る
い
兆
し
で
し
ょ
う
か
。
ま

だ
ま
だ
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
が

今
年
の
秋
は
実
り
の
秋
と
と
も

に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
中
止
さ
れ
て
き
た
お

祭
り
が
で
き
る
秋
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。

倉
科 

栄
司

■
議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委
　

員
　

長
　
　
薄
井
　
孝
彦

副
委
員
長
　
　
大
厩
　
美
秋

委
　
　
員
　
　
横
澤
　
は
ま

和
澤
　
忠
志

倉
科
　
栄
司

矢
口
　
新
平
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池
田
町
に
転
居
し
て

妻
と
私
は
東
京
と
仙
台
で

大
学
に
勤
め
て
い
て
長
い
こ
と

お
互
い
単
身
生
活
を
し
て
い

た
。
退
職
後
は
田
舎
で
ゆ
っ
く

り
と
暮
ら
し
た
い
と
思
い
池
田

町
に
移
り
住
む
こ
と
に
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
妻
は
ガ
ン
を
患

い
10
年
前
に
亡
く
な
り
、
私
の

独
居
老
人
と
し
て
の
生
活
が
始

ま
っ
た
。

私
は
仙
台
で
趣
味
と
し
て

陶
芸
を
始
め
て
い
て
池
田
町
で

も
科
学
書
の
執
筆
と
共
に
陶
芸

を
楽
し
ん
で
き
て
い
る
。
土
と

接
し
て
も
の
を
作
る
と
い
う
楽

し
み
は
、
独
居
老
人
生
活
で

あ
っ
て
も
生
き
る
意
欲
を
高
め

て
く
れ
幸
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。

工
芸
を
通
し
て
大
町
市
の

日
展
会
員
、
髙
橋
貞
雄
先
生
と

も
深
く
付
き
合
う
よ
う
に
な
り

現
代
工
芸
美
術
家
協
会
の
会
員

に
な
っ
た
。
上
野
の
工
芸
美
術

展
に
九
回
入
選
し
、
一
昨
年
か

ら
は
日
展
に
も
二
回
続
け
て
入

選
す
る
こ
と
が
で
き
た
く
さ
ん

の
工
芸
仲
間
と
の
交
流
も
増
え

て
い
る
。

こ
う
し
た
美
術
展
と
は
別

に
北
ア
ル
プ
ス
展
望
美
術
館

（
以
後
、
池
田
町
立
美
術
館

と
略
称
）
で
開
催
さ
れ
る
秋

の
ク
ラ
フ
ト
展
に
毎
年
参
加

し
て
見
て
く
れ
る
人
た
ち
と

の
交
流
も
楽
し
み
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
。

池
田
町
立
美
術
館
存
続
の
一
提
案

最
近
、
池
田
町
の
財
政
問

題
を
契
機
と
し
て
池
田
町
立
美

術
館
の
運
営
の
縮
小
が
提
案
さ

れ
て
い
る
の
は
た
い
へ
ん
残
念

な
こ
と
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
で
明
ら
か
に

な
っ
た
よ
う
に
日
本
の
文
化
芸

術
行
政
は
世
界
的
に
み
て
も
き

わ
め
て
貧
弱
で
あ
り
、
地
方
の

美
術
館
の
管
理
運
営
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
池
田
町
だ
け
で
な
く
全

国
的
に
公
的
美
術
館
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

池
田
町
立
美
術
館
は
町
の

財
政
規
模
か
ら
は
大
き
す
ぎ
る

と
言
う
見
方
も
あ
る
が
、
比
較

的
大
き
な
展
示
会
場
を
持
つ
こ
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帯刀益夫さん（滝沢）

⃝東北大学名誉教授　7８歳
⃝池田町広津出身
⃝東大薬学部卒業後、がん研究所に勤務
⃝東大薬学部助教授、東北大学加齢医学
研究所教授・所長などを歴任

⃝退職後池田町在住、日本工芸美術家協
会会員

⃝工芸美術展9回入選、日展2回入選

経　　歴

編
集
委
員
が
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
聞
き
し
、
生
の
声
を
届
け
ま
す
。

の
規
模
の
施
設
は
大

町
市
を
含
む
大
北

地
域
で
は
唯
一
で
あ

り
、
大
北
地
域
の
美

術
振
興
の
た
め
に

極
め
て
利
用
価
値

が
高
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。

松
本
市
や
安
曇

野
市
な
ど
は
地
域

の
財
団
を
作
り
市

内
の
い
く
つ
か
の
美

術
館
を
運
営
し
て
い

る
。
池
田
町
の
よ
う
な
小
さ
い

町
が
美
術
館
の
運
営
が
難
し
い

と
す
れ
ば
、
大
北
地
域
の
市
町

村
で
、
共
同
で
財
団
を
作
り
広

域
利
用
可
能
な
運
営
体
制
を
作

る
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
方
法

だ
と
考
え
る
。
実
際
、
大
北
地

域
に
は
た
く
さ
ん
の
芸
術
家
が

住
ん
で
お
り
、
池
田
町
以
外
の

芸
術
家
か
ら
も
こ
の
美
術
術
館

の
利
用
を
望
む
声
が
た
く
さ
ん

あ
る
。
そ
こ
で
一
つ
の
提
案
と

し
て
、
池
田
町
立
美
術
館
の

大
北
地
域
で
の
広
域
美
術
館
と

い
う
形
で
の
運
営
方
式
を
考
え

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
今

の
と
こ
ろ
全
国
で
も
複
数
の
市

町
村
で
美
術
館
広
域
的
運
営
を

行
っ
て
い
る
方
式
は
な
い
よ
う

な
の
で
、
も
し
実
現
す
れ
ば
、

全
国
に
先
駆
け
た
模
範
例
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

心
豊
か
な
池
田
町
に

日
本
は
か
つ
て
の
高
度
成

長
期
か
ら
少
子
高
齢
化
社
会
へ

と
変
化
し
、
右
肩
上
が
り
の
繁

栄
を
目
指
す
経
済
立
国
か
ら
国

民
一
人
ひ
と
り
の
豊
か
さ
を
指

標
と
す
る
社
会
へ
と
変
化
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

の
日
本
は
経
済
格
差
も
広
が
り

特
に
若
い
世
代
の
豊
か
さ
が
失

わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

池
田
町
は
豊
か
な
自
然
を

享
受
で
き
る
恵
ま
れ
た
地
域
で

あ
る
が
さ
ら
に
町
民
が
芸
術
文

化
を
身
近
な
も
の
と
し
て
交
流

を
図
り
、
心
豊
か
な
人
生
を
送

る
こ
と
が
で
き
る
の
が
望
ま
し

い
。
そ
の
た
め
に
も
池
田
町
立

美
術
館
を
周
辺
の
自
治
体
の
協

力
を
得
て
利
用
価
値
を
高
め
て

い
く
こ
と
を
望
み
た
い
。
こ
れ

は
ま
た
、
町
の
行
政
の
あ
り
方

を
財
政
主
体
か
ら
町
民
の
生
活

の
豊
か
さ
を
創
造
し
て
ゆ
く
と

い
う
変
革
を
迫
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
だ
ろ
う
。


